
 

 

 

 

私には今ちょっとした困りごとがあります。それは、学校から帰宅

しようとすると、毎日小鳥さんが私の車にフンをつけていること。

自然に囲まれた北谷高校は小鳥もセミも蝶蝶もたくさん訪れま

す。フンだけに運気上昇とポジティブに捉えて、学校環境のよさに

感謝し、今日もウエットティッシュでゴシゴシするのでした。 

１学期の総括として各学年集会で校長から話がありました。１学期

を通して感じた北谷高校生の素晴らしさとともに、これからもっとも

っといい学校になるためにみんなへの「お願い」が伝えられました。そ

の中で「住み心地のいい街全国 No.1 の北谷町にある唯一の高校とし

て、北谷高校は居心地のいい高校 No.1 を目指します」と宣言！その

ために仲間・先生・環境への「リスペクト」と「ポジティブ」な言葉・あい

さつ・笑顔を心がけようとお願いをしました。２学期は学園祭や修学

旅行、進路に向けた取組とイベント等が盛りだくさんです。行事を通

して「居心地のいい高校No.1」 

にしていきましょう。学校大好きな 

北谷高校生ならきっとできる！ 
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Small Talk 

北谷高校の部活が活気にあふれています。１年生の部活動加入率も増加し、放課後は元気な声が聞こえます。

特にサッカー部の３年生は集大成となる選手権に向け全員が引退せず、進路活動も並行して頑張る覚悟を決め

部活にも打ち込んでいます。そして、チームとして「もっと前に進むためにはどうしたらいいか」をテーマにキャ

プテンの友利一斗さん(真志喜中)を中心に話し合い、自分たちでルールを決めたそうです。その結果、日常生

活・学校生活を見つめ直していこう、ということになりました。こんなふうに自分達の課題を自分達で考えて、し

かも行動にうつすことができるのは、チームワークが抜 

群にいい証です。きっとこの雰囲気が結果に表れるはず。 

他の部活もサッカー部の影響を受けて、これからいい取 

組が生まれそうです。 

感激！各学年とも暑い中、集中して聞いて

くれてありがとう（写真は２学年集会） 

リスペクト 
ポジティブ 

７月 14日中部農林高校で「高体連中北部支部合同バスケットボール 1年生大会」の準決勝・決勝が行われました。 

強豪校揃いの中北部地区で北谷高校男子バスケットボール部が輝きを放ちました。準決勝、北中城高校に６４対５４ 

で競り勝った、北谷高校は久しぶりの決勝進出！決勝戦は宜野湾高校との対決となりました。 

序盤、なかなかペースをつかめなかった北谷高校でし

たが、後半チーム一丸となって追い上げました。結果

は５８-６１と３点差の惜敗。悔し涙…この悔しさがチ

ームをきっと強くするはず。大会の優秀選手には比嘉

太陽さん(港川中)が選ばれました。スラムダンクのモ

デルにもなったといわれる伝統ある北谷高校バスケ

部、今後も注目してください。 


